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９月１日からフライトオペレーションを開始し、衛星とロケット第３段の結
合、およびフェアリングの取り付けを行い、問題なく完了した。今後、これ
らを整備塔に運搬し、既に整備済みのロケット第１・２段に結合し、電気
的な確認試験、リハーサル（打上げ当日の作業手順の確認）等を実施し
ていく。

ＳＯＬＡＲ－Ｂ衛星も、衛星単体の整備を問題なく完了しており、ロケット
結合後の電気的な確認試験等を実施している。

ペイロード：太陽観測衛星（ＳＯＬＡＲ－Ｂ）

打上げ日：平成１８年９月２３日（土）

打上げ時間帯：６：００～７：００（ＪＳＴ）

打上げ予備期間：平成１８年９月２４日（日）～９月３１日（土）

（打上げ計画）

準備状況概要

衛星とロケット第３段の結合

製作 組立オペレーション 衛星オペレーション フライトオペレーション

３段・衛星及びフェア
リングと１・２段の結合

[9/13実施予定] 打上げ

↑
リハーサル

[9/20実施予定]

衛星の整備１・２段の組立
及び

１・２段～３段の
電気機能確認

ロケット各部の製作

（時間軸）
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衛星の２次推進系を
用い、2-3週間かけて
定常軌道に遷移

投入軌道
近地点高度 約280km
遠地点高度 約600km
軌道傾斜角 約98度

注）実施を検討していた「第３段モータ燃焼終了後の姿勢反転」については
詳細評価の結果、実施しないこととした。
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